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〈全日制〉
・学校評価アンケートについて
　　課題研究活動について生徒の意識が非常に高
　い。課題研究の成果は大学入試につながるもの
　であるから、更なる課題研究活動の活性化を期
　待したい。

    読書指導の充実に改善がみられる。学力の基
　礎となるものだが、どのような活動や取組をし
　たのか。
　

・業務改善について
　　ＳＳＨ事業の取組、進路状況、部活動など成
　果が学校全体に現れてきているが、多くの課題
　に対応している教職員の負荷が危惧される。教
　職員の働き方の課題解決に取り組まれたい。

・ＩＣＴを活用した学習活動について
　　コロナ禍で多くの活動が制限される中、ＩＣ
　Ｔを活用した学習活動の更なる推進を期待した
　い。

〈定時制〉
・教育活動診断結果（生徒）から、個を大切にす
る居場所作りに成功していると思われる。より一
層自己肯定感を高める教育活動の実践に期待す
る。
・資格取得に対する意欲を一層高める必要があ
る。
・学校行事の充実とともに、入学生確保に向け、
中学校、関係諸機関等への訪問等に期待したい。

〈全日制〉

・ＳＳＨ事業を通じてプレゼン力
や質疑応答力が向上して、生徒自
身が自己の成長を実感しているよ
うである。進路希望に対応した課
題研究に取り組ませる。
・新書版を中心とした新規図書の
購入を促進し、進路につながる図
書コーナー（葵文庫）を充実させ
た。知的書評合戦（ビブリオバト
ル）などの図書委員会活動の更な
る充実を図る。
・ＳＳＨ事業の課題研究や進路指
導のため、教職員の負担となって
いるが、事業内容を改め、仕事の
効率化を図るなど、勤務時間の軽
減に努める。
・コロナ禍の中でも、Ｚｏｏｍを
活用したオンライン授業の研究な
ど、ＩＣＴを活用した授業力の向
上に努める。

〈定時制〉
・登校指導時等の言葉掛けに加
え、進路に応じた個別指導も充実
させていく。

・校内での受験機会を増やした
い。

・夏季休業中、秋季休業日などを
利用し、訪問回数を増やしてい
く。
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